
「強誘電体テストシステム」の紹介

電圧を印加することにより、強誘電体に発生する電荷を検出し、電界-分極
ヒステリシス曲線を測定するほか、レーザー変位計と組み合わせて、
電圧-ひずみ曲線を測定することができます。
センサ、アクチュエータ、コンデンサ等の電子デバイスやその材料である
強誘電体材料の電気特性を測定できます。

三角波周波数：10ｍHz～10kHz
測定電荷レンジ：5pC～100μC
最大印加電圧：4kV
測定可能項目：分極ヒステリシス測定

(電圧-分極測定)
三角波ダブルパルス測定
分極疲労測定
リーク電流測定
電圧-ひずみ測定

機械電子研究所 ※本設備は「電源地域対策交付金（R02)」
により導入しました。

メーカー・型式 主な仕様

・ メーカー
株式会社東陽テクニカ
・ 型式

FCE10-S

装置全体

膜試料用
マニュアルプローバー

測定結果
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